








未熟児、病的新生児の早期新生児期の栄養については各方面から研究され、まだ完全に確

立されたわけではないが、最近かなり研究が進んでいる。一方、未熟児や病的新生児の退

院後の長期的な栄養管理についてはほとんど研究がなされておらず、生活管理上の大きな

問題になっている。そこで、本研究班では特に新生児期後期から乳児期初期を中心に栄養

管理の実情と問題点を把握し、栄養を改善するための指針を作りたいと考える。

本年度のわれわれの研究は 3 つに大別される。すなわち、1 つは正常新生児と極小未熟児

の身体発育と新生児乳児期の栄養との関連についての研究であり、2 番目は合併症を有す

る新生児の退院後の栄養管理に関する研究であり、3 番目は極小未熟児の栄養の改善と栄

養障害の予防に関する研究である。


